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１ 

自
ら
の
要
求
は
自
ら
の
闘
い
で 

 

（
１
）
物
価
高
に
賃
上
げ
追
い
付
か
ず 

物
価
高
が
止
ま
ら
な
い
、
24
年
（
１
～
12
月
）
の
値
上
げ
が

食
品
分
野
だ
け
で
も
17
％
、
１
万
２
５
２
０
品
目
に
も
及
び
、

さ
ら
に
25
年
（
１
～
４
月
）
の
同
分
野
の
値
上
げ
が
17
％
、
３

９
３
３
品
目
と
な
る
予
定
だ
。
24
春
闘
は
大
企
業
の
「
満
額
回

答
」
が
目
を
引
き
、
獲
得
し
た
賃
上
げ
幅
は
30
数
年
ぶ
り
と
い

わ
れ
た
が
、
「
連
合
」
集
計
で
も
５
・
１
％
（
定
昇
込
み
）
で
物

価
上
昇
に
追
い
付
か
ず
、
実
質
賃
金
の
目
減
り
が
昨
年
５
月
ま
で

27
ヵ
月
連
続
で
続
き
、
６
・
７
月
一
時
金
で
一
息
着
い
た
と
思

え
ば
、
そ
の
後
も
目
減
り
は
続
き
改
善
の
兆
し
は
見
え
な
い
。
労

組
の
組
織
率
が
16
・
３
％
で
圧
倒
的
に
未
組
織
、
４
割
近
く
の

非
正
規
労
働
者
に
は
そ
の
賃
上
げ
が
波
及
す
ら
し
て
い
な
い
実
態

で
、
生
活
困
窮
は
深
ま
る
ば
か
り
だ
。
連
合
は
25
春
闘
で
賃
上

げ
要
求
目
安
を
全
体
で
５
％
以
上
（
定
昇
込
み
）、
中
小
企
業
で 

      

６
％
以
上
と
し
た
が
、
こ
れ
で
は
「
暮
ら
し
の
底
上
げ
」
に
は
程

遠
い
。 

 

（
２
）
生
活
実
態
か
ら
の
要
求
と
怒
り
の
結
集
を 

春
闘
で
の
闘
う
原
動
力
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
連
合
主

導
の
春
闘
で
こ
の
30
年
、
資
本
（
企
業
）
へ
の
怒
り
や
闘
い
と

る
意
識
の
結
集
は
後
方
に
追
い
や
ら
れ
て
き
た
。 

言
う
ま
で
も
な
く
、
資
本
主
義
社
会
で
は
生
産
手
段
を
持
た

な
い
労
働
者
は
賃
金
を
得
て
生
活
す
る
し
か
な
い
。
し
か
も
繰
り

返
し
そ
の
労
働
能
力
を
回
復
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

今
こ
そ
、
生
活
実
態
に
根
差
し
た
要
求
で
の
闘
い
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
生
計
費
（
労
働
力
の
再
生
産
費
）
＝
①
生
理
的
な
生

活
費
、
②
文
化
的
な
生
活
費
、
③
家
族
の
生
活
費
、
④
育
成
費
な

ど
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
取
り
組
み
が
一
ヵ
月
の

家
計
簿
付
け
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
あ
る
（
国
労
や
郵
政
ユ

ニ
オ
ン
な
ど
多
数
）。
そ
う
し
た
中
で
、「
慢
性
的
な
赤
字
で
預
貯
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金
を
取
り
崩
す
生
活
」
や
「
い
つ
も
同
じ
も
の
を
着
る
」
「
我
慢

の
生
活
」
な
ど
一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
集
約
し
な
が
ら
、
討
論
し
、

平
均
要
求
額
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
莫
大
な
経
常
利
益
と

内
部
留
保
を
確
保
し
て
い
る
資
本
（
企
業
）
へ
の
怒
り
を
組
織
し
、

闘
う
態
勢
を
作
る
こ
と
を
確
認
し
、
準
備
し
よ
う
。 

 

（
３
）
ス
ト
ラ
イ
キ
の
復
権
を 

実
質
賃
金
が
上
が
ら
な
い
失
わ
れ
た
30
年
は
ど
の
よ
う
に
し

て
生
ま
れ
た
か
。 

１
９
９
５
年
「
新
時
代
の
日
本
的
経
営
」
を
当
時
の
日
経
連

（
現
経
団
連
）
が
提
唱
。
雇
用
を
３
つ
に
分
け
①
長
期
蓄
積
能
力

活
用
グ
ル
ー
プ
（
正
社
員
）
、
②
高
度
専
門
能
力
活
用
グ
ル
ー
プ

（
専
門
型
派
遣
、
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
）
、
③
雇
用
柔
軟
（
流
動
）
グ

ル
ー
プ
（
パ
ー
ト
、
契
約
な
ど
非
正
規
）
終
身
雇
用
を
転
換
、
正

社
員
を
減
ら
し
、
非
正
規
を
増
や
す
方
針
。 

30
年
た
っ
た
今
で
は
４
割
近
く
が
非
正
規
雇
用
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
低
賃
金
で
働
く
こ
と
が
常
態
化
し
て
、
い
わ
ゆ
る
ワ

ー
キ
ン
グ
プ
ア
（
働
く
貧
困
層
）
が
増
加
。
生
活
苦
の
原
因
は
政

府
の
消
費
税
の
導
入
と
相
次
ぐ
増
税
（
３
％
か
ら
10
％
へ
）
と

法
人
税
の
軽
減
（
１
９
８
７
年
の
42
％
か
ら
現
行
23
・
２
％
へ
）、

経
団
連
と
一
体
と
な
っ
た
低
賃
金
政
策
に
他
な
ら
な
い
。 

安
倍
政
権
以
来
の
「
官
製
春
闘
」
、
連
合
の
「
お
願
い
路
線
」
、

「
政
労
使
会
議
」
頼
み
で
は
大
幅
賃
上
げ
は
不
可
能
で
あ
る
。
ス

ト
ラ
イ
キ
と
賃
上
げ
の
推
移
を
見
る
と
１
９
７
４
年
32
・
９
％

の
大
幅
賃
上
げ
の
時
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
１
万
４
９
２
件
だ
っ
た
が
、

今
で
は
３
０
０
件
に
満
た
な
い
（
ほ
と
ん
ど
が
中
小
、
非
正
規
）

中
で
の
賃
上
げ
結
果
だ
。
今
こ
そ
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
ス
ト
ラ

イ
キ
を
賃
上
げ
闘
争
の
武
器
と
し
て
行
使
す
る
時
だ
。
一
昨
年
の

「
そ
ご
う
・
西
武
」
の
労
働
組
合
は
、
大
手
デ
パ
ー
ト
と
し
て
は

61
年
ぶ
り
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
見
る
社
会
的
連
帯
や
ス
ト
ラ
イ
キ

が
組
織
を
強
く
す
る
こ
と
を
確
認
し
よ
う
。
自
ら
の
要
求
を
闘
い

と
る
た
め
に
「
全
労
協
」
「
全
労
連
」
非
正
規
春
闘
実
行
委
員
会

な
ど
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
構
え
て
闘
う
。
こ
れ
に
連
帯
し
て
闘
お
う
。 

 

２ 

最
賃
闘
争
、
非
正
規
春
闘
を 

職
場
・
地
域
か
ら
闘
お
う 

 

（
１
）
も
れ
な
く
生
活
水
準
を
高
め
る
最
賃
闘
争
の
重
要
性 

昨
年
の
最
低
賃
金
（
以
下
、
最
賃
）
は
中
央
審
議
会
の
全
国

一
律
50
円
の
目
安
に
対
し
、
地
方
で
の
頑
張
り
で
全
国
過
半
数

の
27
県
で
目
安
額
を
１
円
～
34
円
上
回
り
、
全
国
加
重
平
均
額

は
１
０
０
４
円
か
ら
51
円
引
き
上
げ
の
１
０
５
５
円
（
増
加
率

５
・
１
％
）
と
な
っ
た
。
最
高
額
は
東
京
の
１
１
６
３
円
で
、
１

０
０
０
円
以
下
が
ま
だ
31
県
も
あ
り
、
一
律
１
５
０
０
円
に
は
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程
遠
く
、
生
活
改
善
に
は
な
ら
な
い
。 

加
重
平
均
の
１
０
５
５
円
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
も
、
２
０

０
万
円
を
や
っ
と
超
え
る
程
度
で
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
域
を
脱
し

え
な
い
。
物
価
高
騰
も
相
ま
っ
て
根
本
的
な
生
活
改
善
に
は
繋
が

っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
非
正
規
雇
用
と
最
賃
近
傍
で
働
く
仲
間

の
増
大
す
る
中
で
、
刑
事
罰
が
あ
る
最
賃
引
上
げ
は
全
体
の
生
活

向
上
に
繋
が
る
だ
け
に
重
要
だ
。 

 

（
２
）
最
賃
闘
争
を
中
央
・
地
方
で
取
り
組
み
前
進
を
図
ろ
う 

こ
こ
数
年
、
最
賃
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
委
員
会
を
中
心
に
厚
生
労

働
省
へ
の
申
し
入
れ
（
最
賃
の
大
幅
引
き
上
げ
、
全
国
一
律
１

５
０
０
円
、
年
複
数
回
の
引
き
上
げ
、
審
議
会
の
情
報
公
開
な

ど
）
や
中
央
最
賃
審
議
会
へ
の
要
請
・
傍
聴
行
動
な
ど
取
り
組

む
一
方
、
各
県
の
労
働
局
・
最
賃
審
議
会
へ
の
要
請
と
審
議
会

へ
の
意
見
陳
述
・
傍
聴
行
動
を
取
り
組
む
中
で
前
述
の
中
央
目

安
を
上
回
る
引
き
上
げ
の
成
果
を
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
う

し
た
行
動
と
並
行
し
て
最
賃
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
委
員
会
の
オ
ン
ラ

イ
ン
交
流
会
や
四
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
（
四
国
４
県
の
労
働
局
申
し

入
れ
、
主
要
駅
頭
宣
伝
と
学
習
交
流
会
）、
千
葉
県
内
キ
ャ
ラ
バ

ン
（
ユ
ニ
オ
ン
・
地
区
労
な
ど
16
団
体
に
よ
る
県
内
主
要
７
駅

宣
伝
行
動
と
学
習
交
流
）
な
ど
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
物
価

高
騰
が
続
く
中
、
労
働
局
に
最
賃
の
再
改
定
を
全
国
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
運
動
に
積
極
的
に
参
加
し
よ
う
。 

 （
３
）
非
正
規
春
闘
を
職
場
・
地
域
か
ら
連
帯
し
闘
お
う 

 

結
成
か
ら
３
年
目
の
非
正
規
春
闘
実
行
委
員
会
（
首
都
圏
青
年

ユ
ニ
オ
ン
や
総
合
サ
ポ
ー
ト
ユ
ニ
オ
ン
、
生
協
労
連
、
全
国
一
般

東
京
東
部
労
組
、
東
ゼ
ン
労
組
な
ど
）
は
、
新
た
に
４
団
体
を
加

え
て
27
団
体
で
低
賃
金
を
可
視
化
す
る
と
と
も
に
、
団
体
交
渉

や
社
前
行
動
、
ス
ト
な
ど
で
会
社
側
に
賃
上
げ
を
迫
る
。 

10
％
以
上
の
賃
上
げ
を
統
一
要
求
と
し
、
最
低
賃
金
を
全
国

一
律
１
５
０
０
円
以
上
に
早
期
に
引
き
上
げ
る
よ
う
ア
ピ
ー
ル
す

る
一
方
、
「
春
闘
賃
上
げ
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
で
賃
上
げ
の
輪

を
広
げ
る
方
針
だ
。 

非
正
規
の
仲
間
た
ち
が
声
を
上
げ
統
一
行
動
を
取
り
組
む
運

動
に
連
帯
し
闘
う
中
で
、
内
向
な
運
動
か
ら
脱
却
し
よ
う
。 

 

ま
た
、
雇
用
共
同
ア
ク
シ
ョ
ン
（
全
労
協
、
全
労
連
、
純
中
立

労
組
等
）
は
、
厚
生
労
働
省
の
「
労
働
基
準
関
係
法
制
研
究
会
」

の
報
告
書
で
、
「
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
口
実
に
、
名

ば
か
り
の
労
使
自
治
で
労
働
者
保
護
の
最
低
基
準
規
制
を
外
す
仕

組
み
の
簡
易
化
・
拡
大
を
と
い
う
提
起
に
対
し
て
、
「
労
基
法
解

体
を
許
さ
な
い
」
と
反
対
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
連
合
も
反
対
し

て
い
る
だ
け
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
を
超
え
た
総
が
か
り
の

運
動
展
開
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
（
こ
ば
や
し 

は
る
ひ
こ
） 


